
新見市ワーキンググループ及びワークショップのスケジュール（案）

第３回検討委員会

新見市立地適正化計画への反映

R2.8.21

アンケート調査

①検討委員会の設立、②まちづくりに関する現況報告
③委員会の進め方

新見駅周辺まちづくり基本構想策定

第２回検討委員会

①現況報告
②ワーキンググループ及びワークショップの進め方

第２回ワーキンググループ

第１回ワークショップ

第４回ワーキンググループ

＜検討テーマ①＞
・新見駅周辺の現状・課題認識と強み・資源への気づき
・まちづくりの方向性とテーマ

第１回検討委員会

第１回ワーキンググループ

第２回ワークショップ

第３回ワークショップ

＜検討テーマ②＞
・まちづくりの方向性を踏まえた目指すべき将来像と
展開イメージ

＜検討テーマ③＞
・将来像の実現に向けた役割分担とアクション
プログラム

第３回ワーキンググループ

R2.11.6

R2.12.16

R3.1.19

R3.1.29

R3.3.10

市民等からの意見聴取（まちづくりワークショップ）

とりまとめ

R3.４頃
①ワークショップの結果報告
②アンケート調査の確認・検討・調整

①ワークショップの結果報告
②アンケート調査の確認・検討・調整

①アンケート調査の結果報告
②まちづくり基本方針（案）の検討
※ワーキンググループは複数回開催

市民等からの意見聴取（まちづくりアンケート）

①アンケート調査の結果報告
②まちづくり基本方針の確認・決定

R3.１０頃

・新見駅周辺まちづくり基本方針を元に「ワーキンググループ」において
新見駅周辺まちづくり基本構想（案）を作成し検討委員会へ報告

・ワークショップ出された将来像、テーマの方向性等について
アンケート調査を実施
＜対象＞市民、大学生、高校生、ＪＲ・美術館利用者等

※必要に応じワーキンググループを開催

・新見駅周辺まちづくり基本方針の立地適正化計画
への反映

※検討委員会で意見がでればワーキンググループで再検討

※必要であれば検討委員会の開催

R２年度

R３年度

本日

資料２
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■第２回ワークショップの進め方について 

１．テーマ 

 

 

 

２．地域主体のまちづくりの考え方について 

 

 

 

 

 

 

 

３．ワークショップの進め方 

１）ワークの実施（意見出し・共有）【約 65 分】 

目指すライフスタイル（駅周辺エリアでの過ごし方）＝やりたい「こと」と 

それに集まる・それを仕掛ける「ひと」、必要になる「もの」を考える 

・前回ワークショップでの現状･課題や強み･資源、まちづくりの方向性とテーマを踏まえながら

駅前地区の目指す将来像＝目指すライフスタイル（駅周辺エリアでの過ごし方）＝やりたい「こと」

をまず考え（10分程度）、「こと」を整理した上で、それに集まる･それを仕掛ける「ひと」、必要にな

る「もの」（恒久的な施設空間＋簡易･仮設的な空間）を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２）各グループ発表【15 分】 

・ワークの終盤で事前に決めておいた代表発表者（参加者の中から１人 or２人程度）による

グループワークの結果（大まかな意見の概要）について発表する。（1 グループ 5 分程度） 

（大判ワークシート表（Ａ０用紙）） 

方向性を踏まえた「目指す将来像（ライフスタイルや空間像）と 
その具体化に必要な「ひと・もの・こと」を考えよう！ 

第
２
回 

こと 

やりたい 

目指すライフスタイル 
（駅周辺エリアでの過ごし方） 

ひと それに集まる 

それを仕掛ける 

ターゲット 

≒担い手･仕掛け人 

まちづくりテーマや課題解決に関連するか、 

住民･事業者･来街者の共感が得られるか要チェック 

ゲストとしてだけでなく、 
ホストとなる意識も持つ 

（自分たちで楽しむために、まず、 

自分たちが担い手となり仕掛ける） 

もの 必要になる 
場所・空間 
（恒久的空間･仮設的空間） 

理想の施設整備を目指しながら 
それに向けた小さな取組み※を 

漸進
ぜんしん

的に(少しずつ)積み重ねる 

協働･ 
サポート 

連携 

補助 

助成 

まちづくりテーマ・課題解決 
連動・共鳴 

行政（新見市） 

※一時的なイベントや社会実験など 

一
つ
の
「
こ
と
」「
ひ
と
」「
も
の
」
を 

ワ
ン
セ
ッ
ト
と
し
て
横
一
行
で
整
理
す
る 

例）本を読みながら、
軽食を取ったり、
カフェや紅茶で、
ゆっくりと過ごす 

例）駅利用者 
住民･学生 
高齢者、 
観光客 

例）ブックカフェ 
例）・空き地や駅前広場への簡易なベンチ・ 

テーブル・日よけパラソル等の設置 

・移動式店舗（キッチンカー）による飲み
物や軽食の販売 

※集客が見込める既存の祭りや美術館の
イベント等と合わせて短期間実施する等 

「こと」を考え･整理して 
から→「ひと」「もの」 
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高梁川の自然 

【第１回】新見駅周辺地域まちづくりワークショップまとめ（ワークシート①）       

空き家・空き店舗・空き地 

Ａ班+Ｂ班+Ｃ班 

駅周辺のコン
ビニがない 

駅ウラ遊休地が有効活用
できていない 

まちに音がない 
(PR動画、にーみん
体操の活用等) 

美術館へのアクセス
が悪い 
(遠い、ずいどう狭い
ルート分かりにくい) 

観光情報が分かり
にくい 

きれいで
趣きある
高梁川の
自然が近
くにある 

歴史的建造物である旧上
市郵便局(中島ビル)の保
存活用（カフェ等） 

[提案] 駅ウラ遊休地の商
業施設・美術館との連携・
コラボによる利活用 

美術館の質の高い
収蔵品、広域的な
人気･認知度が高い 
⇒集客力がある 

駅のバリアフリ
ー化が必要 

バス停･タク
シー乗場あり 

登山口 

空き家･空き地
の利活用 

空き家・空き
店舗が多い 駅西周辺の道路 

駅西エリアの抜け
道が狭く通れない 
川側に抜ける道路
が必要 

河川沿いの県道は
大型トラックがよ
く通る、拡幅整備
(都計道整備)が必要 

牛丸大仙登山・トレッ
キング(モミジが良い) 

情報発信･PR 

駅の改善（バリアフリー化･南北連結等） 

駅ウラ遊休地の活用 

新見美術館 

駅前の利便施設・居場所 

公共交通等 

山の自然や歴史･文化 

駅南側・美術館へのアクセス 

歴史的建造物保存･活用 

美術館の集客
が駅の乗降客
数増加に活か
されていない 

駅の南北移動が
できない 
(南側への出口・
ルートがない) 

駅ウラ・南側との
連結 

利用客が少ない
⇒列車・バスの本
数が少ない 

3 線が結する要衝駅 
(有人駅でやくも・サン
ライズも停車する） 

100 年の歴史・趣きあ
るレトロな駅舎 
昔は SL も走っていた 

建築物としてのコンセ
プトは弱い [提案] 駅ウラ遊休地に美

術館を移転し、駅と結ぶ 

[提案] 駅ウラ遊休地に新
見荘歴史館を整備 

見晴らしが良い 

美術館のバリア
フリー化が必要 

玄関先までバス
が上がらない 

（高齢者は不便） 
｢たたら｣や｢たまがき｣
などの歴史が面白い 

ずいどうは大
雨時水没する 

令和元年 9 月
集中豪雨で駅
周辺浸水 
⇒要水害対策 

水害対策 

バスの本数が
少ない 

駐輪場台数が
不足している 

周りのお店の情報
がわからない、 
もったいない 

昔ながらの渋い商
店街で、居酒屋･
スナックがある 

東側の飲み屋街が
寂しい、夜の町の明
るさが足りない 

商店街（駅東側） 

中筋(商店街筋)
が狭い 

駅東側の県道の
歩道が狭く歩き
にくい 

駅東周辺の道路 

川沿いの灯りや甌穴
河床、母袋さんの作
品もある 

[提案] 景観鯉放流 

待ち時間やヒ
マをつぶせる
店・場所がない 

新見名物が食べられるところもある 

団体を受け入れる飲食店がある Ｒ3 年 12 月に完成
する大学生の居住棟
１階の学生・市民の
ための公的スペース 

駅西エリア事業 

学生があつま
れるスペース
や店がない 

昭和橋が狭い、拡
幅整備（都計道整
備）が必要 

に い み Free 
Wi-Fi の活用 

駅西エリア建ペイ、容積率低い
（西側は近商でも容積 200％） 

地域の人（←まちづ
くりに携わっている
あたたかい町） 

100名近く住み込
む可能性がある
大学生や小中高生 

まちづくりの担い手・ターゲット 
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［ ワーク② ］ まちづくりのテーマ・スローガンの検討 

班名 まちづくりの方向性・テーマ（スローガン） 

Ａ班 

Ａ-１：みんなで進める 人がつながる 未来の新見駅前まちづくり 

Ａ-２：やる気２１３％(にいみ)パワーでつくる 駅前まちづくり 

Ａ-３：新見を愛する人で進める あたたかくワクワクする 未来につなげる 駅前まちづくり 

Ａ-４：やる気２１３％で新見を愛する人による 未来につなげる 駅前まちづくり 

Ｂ班 

Ｂ-１：地域住民による 地域住民のための もっとも住みやすい駅前まちづくり 

Ｂ-２：市民と行政（新見市）による 駅利用者のための ゆとりの駅前まちづくり 

Ｂ-３：すべての市民が 半日ゆっくりと過ごせる ゆとりの駅前まちづくり 

Ｂ-４：産学連携で進める イベントによる「おたく」な駅前まちづくり 

Ｂ-５：子どもと過ごしたい人のための バラエティな施設をやさしくつなぐ駅前まちづくり 

Ｂ-６：駅利用者・地元住民・学生のための 滞留型 駅前まちづくり 

Ｂ-７：新見に住む人・来る人が「いい街」と思える駅前まちづくり 

Ｂ-８：大学・保育所との連携で進める 住民による子育て駅前まちづくり 

Ｂ-９：SDGs を意識した環境・育児・経済を Mix した駅前まちづくり 

Ｂ-10：人・街・自然・芸術が調和する 先進的な駅前まちづくり 

Ｂ-11：市民･住民による 街の未来のための 100 年先まで住み続けられる駅前まちづくり 

Ｃ班 

Ｃ-１：市民・商業者・学生・美術館による 

地元住民・学生・来街者のための 

集いの駅前まちづくり 

【第１回】新⾒駅周辺地域まちづくりワークショップまとめ（ワークシート②） 
Ａ班+Ｂ班+Ｃ班 

：地域住民・市民 

：地元事業者・商業者 

：大学・学生 

：子育て人・保育所 

：新見を愛する人 

：美術館 

：来街者・観光客 

：行政（新見市） 

青 字：未来へのイメージ 

黄 字：住み心地、住み継ぎ 

ﾋﾟﾝｸ字：やる気・ワクワク・ﾊﾞﾗｴﾃｨ 

青緑字：あたたか、ゆとり、やさしさ 

赤 字：滞留、集い 

橙 字：育児・子育て 

緑 字：自然、環境 

水色字：芸術 

【凡例】 
［主体・人等］ ［まちづくりのテーマ・イメージ］ 


